
教
育
長

財政面では、緊急事態に備え適切に運用

官民所有財産の有効活用を
　　　　　　　　　　図るべきでは

原　　成兆　議員（自民）

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
新
設
を

長
期
的
視
点
に
立
ち
調
査

尾
作　

武
夫　

議
員
（
自
民
）

町
長

負担軽減措置などを講じている

介護保険制度の充実で安心できる老後へ

大坪　国広　議員（共産）

「
道
の
駅
」
を
問
う解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る

小
池　

信
一
郎　

議
員
（
自
民
）

一般質問　町政を問う

質
問　

「
道
の
駅
」
設
置

調
査
検
討
委
員
会
に
よ
り

「
実
現
可
能
性
に
関
す
る

調
査
報
告
書
」
が
ま
と
め

ら
れ
、
５
月
に
町
の
事
業

化
判
断
に
資
す
る
も
の
と

し
て
提
出
さ
れ
た
。
町
の

財
政
を
取
り
巻
く
社
会
経

済
環
境
は
厳
し
く
、
今
後

も
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
る
局
面
に

お
い
て
課
題
も
多
い
。
し

か
し
、
町
が

継
続
的
発
展

を
続
け
、
次

世
代
に
向
け

て
実
効
性
の

高
い
事
業
を

成
す
た
め
に

は
、
地
域
経

済
の
活
性
化

の
た
め
の
画

期
的
な
事
業

へ
の
果
敢
な

取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る

が
、
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

町
長　

報
告
書
に
は
土
地

取
得
、
道
路
や
建
物
の
建

設
か
ら
運
営
に
か
か
る
財

源
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
が
あ
る
。
道
の
駅
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
他
市

の
道
の
駅
と
の
区
別
化
を

図
り
、
経
営
を
安
定
化
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

単
独
事
業
と
し
て
で
は
な

く
、
狭
山
池
上
流
の
整
備

や
郷
土
資
料
館
建
設
を
含

め
、
既
存
の
施
設
と
自
然

を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

組
み
入
れ
、
町
の
歴
史
、

自
然
や
産
物
を
連
携
し
て

集
客
性
を
高
め
た
い
。
こ

の
計
画
を
先
行
さ
せ
た
上

で
、
報
告
書
の
課
題
の
解

決
を
考
え
て
い
く
。

町長

町長

質
問　

町
内
に
は
、
官
民

所
有
の
財
産
が
数
多
く
あ

る
。
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
財
産
を
活
用
し
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、

財
政
運
営
の
厳
し
い
状
況

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
活
用
状
況
は
不
十
分

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
次
の
、
人
材
・
各

施
設
・
預
金
等
、
財
産
の

活
用
に
つ
い
て
、
知
恵
と

工
夫
と
決
断
に
よ
っ
て
現

状
以
上
の
活
用
を
図
る
べ

き
と
考
え
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

人
材
面
で
は
、
職

員
に
は
、
各
種
研
修
な
ど

の
ほ
か
、
人
事
考
課
制
度

を
実
施
し
、
町
民

に
は
、
各
種
委
員

会
の
任
用
枠
の
拡

大
や
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
人
材
リ

ス
ト
を
公
開
し
て

い
る
。
各
種
公
共

施
設
は
、
町
民
ニ

ー
ズ
の
変
化
を
と

ら
え
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
図
り
、

既
存
施
設
を
柔
軟

に
活
用
す
る
。
預

金
な
ど
は
、
財
政
運
営
の

柔
軟
性
確
保
と
緊
急
事
態

に
備
え
、
適
切
に
運
用
し

て
い
る
。
民
間
資
金
の
活

用
は
、
町
民
の
方
が
直
接

樹
木
を
購
入
し
、
管
理
を

担
っ
て
い
た
だ
く
ア
ダ
プ

ト
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

質
問　

本
格
的
な
高
齢
社

会
を
迎
え
、
中
高
年
の
健

康
を
い
か
に
維
持
・
増
進

す
る
か
は
、
ま
す
ま
す
重

要
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

き
た
。
自
立
し
た
生
活
を

送
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
い
ま
、
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
行
わ
れ

て
い
る
水
中
運
動
は
、
年

齢
や
体
力
を
問
わ
ず
行
え

る
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

そ
の
人
気
は
と
ど

ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
公
共

施
設
と
し
て
屋
内

温
水
プ
ー
ル
の
新

設
を
提
案
す
る
。

町
長
、
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

町
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
、

他
市
町
村
と
比
べ

て
も
充
足
し
て
お

り
、
既
存
施
設
を
有
効
に

活
用
し
な
が
ら
長
期
的
視

点
に
立
っ
た
整
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
温
水
プ

ー
ル
新
設
は
、
建
設
に
掛

か
る
費
用
に
加
え
、
維
持

管
理
費
用
が
莫
大
と
な
り
、

財
政
を
圧
迫
す
る
市
町
村

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

利
用
者
の
利
便
性
を
第
一

と
考
え
、
民
間
で
出
来
る

こ
と
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
る

べ
き
で
あ
る
。

　

利
用
者
数
の
見
込
み
や
、

運
営
経
費
を
十
分
に
精
査

し
、
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
て
調
査
を
行
い
、
結
論

を
導
き
た
い
。

町に提出された調査報告書

町営プールで行われた水中運動教室
質
問　

介
護
を
社
会
的
に

支
え
る
事
を
目
的
に
し
た

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
て
１０
年
が
経
過
し
た
。

　

し
か
し
、
重
い
保
険
料

や
利
用
料
、
都
全
体
で
４

万
３
千
人
を
超
え
、
町
で

も
５
月
で
９４
名
と
な
っ
て

い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
待
機
者
な
ど
、
「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と

も
い
う
べ
き
問
題
が
表
面

化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

次
の
２
点
に
つ
い
て
町
長

の
所
見
を
伺
う
。

問　
　

保
険
料
、
利
用
料

の
独
自
軽
減
策
を
検
討
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

保
険
料
の
支
払
い

が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、

階
層
を
１０
段
階
に
分
け
、

所
得
に
応
じ
た
負
担
と
な

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
際
、
自
己
負
担
が
高

額
に
な
る
場
合
や
、
所
得

が
低
い
方
の
た
め
に
、
す

で
に
負
担
軽
減
措
置
を
講

じ
て
い
る
た
め
、
新
た
な

軽
減
策
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。

問　
　

「
寝
た
き
り
高
齢

者
支
援
手
当
」
を
検
討
す

る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

４０
歳
以
上
の
方
々

か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
て

い
る
こ
と
や
、
年
々
、
介

護
給
付
を
受
け
る
人
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

結
果
的
に
社
会
負
担
増
に

つ
な
が
る
補
助
金
支
出
は

考
え
て
い
な
い
。

特別養護老人ホームのデイサービス
（フラワープラム）

町職員研修ア
ダ
プ
ト
制
度

　

ア
ダ
プ
ト
と
は
、
英

語
で
「
養
子
に
す
る
」

の
意
味
で
、
住
民
や
企

業
な
ど
が
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
の
清

掃
や
美
化
な
ど
の
活
動

を
行
う
こ
と
。


